必 反 戦 カ フェ クリ ミア と は ? 
世界 史上 例 を みな い ほ ど 主 が 度々 入れ 替わっ た 


ヤル タ 会 談 (1945.2.4 て 11) 会 議場 リヴ ァ デ ィ ア 宮殿 


フロ レン ス ・ ナ イチ ン ゲ ー ル 


1820 て 1910。 イギリス の 看護 婦 。 
近代 看護 教育 の 母 。 

マル クス は 、 1855.4.14 | ニュー ヨー 
ク ・ デ イリ ー・ ト リ ビ ュ ー ン 』 の 記事 で 、 
彼女 の 働き を 賞賛 し て いる 。 
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クリ ミア 戦争 の 「 セ バス ト ポ リ 攻囲 戦 」 を 記念 する 碑 
ロシア 人 は 、 ク リ ミ ア 、 特 に セバス ト ポ リ は 、 祖 先 た ち が 血 を 流し て 獲得 し 守っ て 
きた 領土 だ と いう 意識 が 強い 


M 
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クリ ミア 概観 


・ 面積 2.7 万 kmi( 九 州 と 四国 の 中 間 の 広 さ ) 。 人 口 189 万 (2015 年 ) 


・ 半島 (ペレ コー プ 地 峡 で ウクライナ 本 土 と か ろう じ て つ な が っ 
て いる 。 ロシア と は クリ ミア 大 橋 一 2018 年 開通 一 で つなが る ) 


・ 半島 南部 は 地中海 性 気候 
・ 世界 史上 例 を みな い ほ ど 主 が 度々 入れ 替わっ た 


・ 1945 年 2 月 、 ヤ ル タ 会 談 

・ 1954 年 ロン ア 共 和 国 か ら ウ クラ イナ 共和 国 に 移管 
・ 1991 年 クリ ミア 目 治 共 和 国 と し て ウクライナ に 留まる 
・ 2014 年 ロン ア が クリ ミア を 併合 


⑨ ク リ ミ ア 併合 前 史 1 


・ 1944 年 、 ソ 連 が クリ ミア を 回 復 。 ナチ ス に 協力 し た と の 理由 で 、 
クリ ミア ・ タ ター ル を 中 央 アジ ア へ 強制 移住 (20 万 人 以上 と も ) 。 
貨車 を 使っ て 行わ れ 、 目的 地 に 着く 前 に 、 多く は 絶命 。 

・ 1945 年 、 自治 共和 国 か ら 通 常 の 州 へ 格下 げ 

・ フル シ チ ョ フ 時 代 、 対 独協 力 を 理由 に 強制 移住 を させ られ た 
他 の 民族 は 名 準 回 復 し 、 帰 加 を 許さ れ た が 、 クリミア ・ タ ター 
ル だ け は 許さ れず 。 


・ 1954 年 、 ベ レ ヤ スラ フ 条 約 ( ザ ポ リッ ジャ ・ コ サッ ク と モス クワ 国家 の 
同盟 条約 ) 三 百 周年 を 記念 し て 、 ロ ン ア 共和 国 と ウクライナ 共 


和 国 の 友情 の 証 と し て 、 クリ ミア 州 は ウクライナ ム 移管 。 

・ 1987 年 , 3000 人 以上 の タタ ー ル 人 が 赤 の 広場 に すわ り 込 み , 
クリ ミア 帰 卿 と タタ ー ル 人 に よる 自治 共和 国 の 再興 を 要求 し 
た が , 翌年 却下 され た 


⑨⑥ ク リ ミ ア 併合 前 史 2 婦 胡 却 疾 妙 女 必 あ グ 


・ 1988 年 頃 か ら 、 クリミア ・ タ ター ル は 、 無 許可 で 帰 憶 
し 始め る 

・ 1991 年 1 月 20 日 、 ク リ ミ ア は 住民 投票 を 行い 、「 自 治 
共和 国 」 の ステ ー タ ス を 回 復 

・ 1993 年 、 大 統領 職 を 導入 

・ 1994 年 1 月 大 統領 選 で 、 ユ ー リ ー・ メ シュ コ フ 選 出 

・ 1995 年 、 ウ クラ イナ は 大 統領 職 を 廃止 

・ 1999 年 、 大 統領 選 で 、 共産 党 候 補 シ モネ ンコ 当選 

・ 2002 年 の 議会 選挙 以降 は 、 他 の 東部 諸 リ ー ジ ョ ン と 
同様 、 地 域 党 が 共産 党 の 票 田 を 切り 崩し て いっ た 


クリ ミア ・ タ ター ル 人 
・ ク リ ミ ア 半島 に 起源 を も つ 
チュ ルク 系 先住 民族 


・ ス ン ニ 派 ム スリ ム が 大 半 


2001 年 の クリ ミア ・ タ ター ル 人 の 分 布 ( 雪 字 は %) 


1939 年 の クリ ミア ・ タ ター ル 人 の 分 布 
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2010 年 ロン ア 国 勢 調 食 に お ける 
民族 別人 ロラ ン キ ング 上 位 6 位 以下 割愛 


・ ロン シア 全体 1 億 4284 万 人 


・① ロ シア 1 億 1101 万 人 80.9% 
タタ ー ル 531 万 人 _ 3.9% 
タタ ー ル 人 は 2 位 7 クノ ミア の タダ タダ タール 人 ば 、 240 …50 万 か の 
・③ ウ クラ イナ 192 万 人 1.4% 
・〈④ ウ ヴァ シキ ー ル 158 万 人 1.2% 
・⑤ チ ュ ヴ ェ ン 144 万 人 1.0% 


・ ⑥) チ ェ チ ェ ン 143 万 人 1.0% 


・ ユダ ヤ 人 激減 。 ド イツ 人 、 ク リ ミ ア ・ タ ター ル 人 追放 


・ ヨー ロッ パ 側 に 16.5 万 km 余り 領土 拡大 ( 三 北 海道 + 東 北 ) 


・ 住民 交換 に より 
ポー ラン ド 人 約 100 万 人 、 チ ェ コ 人 約 5 万 人 移出 
ウクライナ 人 200 万 人 が 移入 


「 ウ クラ イナ を 知る た め の 65 草 』 (明石 書店 ) 
「31 ソ連 体制 下 の ウ クラ イナ 」 よ り 


クリ ミア 併合 と は 何だ っ た の か ? 驚 天 動 地 の 事件 を 再考 する ① 服部 倫 卓 


・ 首都 キエフ が 反 政 府 デ モ で 騒然 と する 中 、2014 年 2 月 8 て 18 日 に ウクライナ 全土 で 
実施 され た 世論 調査 結果 が ある 。 そ の 中 に 、「 ロ シア と の 間 で どん な 国家 間 関 係 を 
望み ます か ? 」 と いう 設問 が あっ た 。 その 質問 に 対し 、「 ロ シア と 1 つの 国 に 統合 さ 
れ た い 」 と 答え た 回 答 者 の 比率 は 、 ウ クラ イナ 全体 で は 12.596。 地域 別に 見 る と 、 
ロシア と の 統合 を 望む 声 は 、 やはり クリ ミア で 最も 多く 、41.09% が それ を 望ん で いる 
と いう 数 字 が 出 た 。 非常 に 多い こと は 事実 だ が 、 筆者 は むし ろ 、 こ の 時 点 で は まだ 
対 ロ シア 統合 支持 が 過半 数 で は な か っ た と いう 事実 を 重視 し た い 。 

・ 様相 を 一 変 さ せ た の は 、 や は り 和 首都 キエフ に お ける 政変 劇 。 2014 年 2 月 22 日 の ヤ 
ヌコ ー ビ チ 大 統領 逃亡 で クラ イマ ックス を 迎え た 政変 は 、 当 初 は 「 ユ ー ロ マイ ダン 革 
命 」 と 呼ば れ 、 ま た その 後 ウ クラ イナ 本 国 で は 「 尊 厳 革命 」 と 名 付け られ 美化 され て 
いる 。 筆者 は 、 国家 を 食い 物 に し た ヤ ヌ コ ー ビ チ 大 統領 へ の 怒り か ら 国 民 が 立ち 
上 が っ た の は 当然 だ と 思う し 、 彼ら の 多く が 掲げ て いた ヨー ロッ パ 統 合 へ の 参入 と 
いう 理念 も 尊重 する 。 が 、 方 法 に 問題 が あっ た 。 曲がり な り に も ヤ ヌ コ ー ビ チ は 選 
挙 で 選ば れ た 合法 的 な 大 統領 で あり 、 ウクライナ の 特定 の 地 殴 (クリ ミア も その 1 つ ) 、 
支持 基盤 を 代表 し て いた 。 反 政 府 デ モ を 受け 、 ヤ ヌコ ー ビ チ 政権 側 も 譲歩 の 姿勢 
を 示し て いた し 、 大 統領 の 任期 は あと 1 年 し か 残っ て な か っ た 。 交渉 で 当面 の 妥協 
を 図り 、 し か る 後 、 ウ クラ イナ の 進む べき 道 は 1 年 後 の 選 挙 で 決着 を 着け る と いっ た 
こと は 、 で き な か っ た の か ? 実際 に は 、 反 政府 勢力 の 一 部 が 失 鋭 化し 、 激しい デ 
モ で ヤ ヌ コ ー ビ チ 政権 を 追い 詰め て 、 体 制 を 暴力 的 に 打倒 する こと が 自己 目的 に 
な っ て し まっ た 。 この よう な や り 方 は 、 国民 統合 に と っ て マイ ナス で し か な か っ た 。 


続き ② 


そし て 問 事 [ は 、2014 年 の 政変 の 過程 で 、 過 激 か つ 暴 力 的 な 右派 勢力 が 
台頭 し 、 彼 ら の 民族 主義 的 な 主張 が ウクライナ の 時 代 精 神 の よう に な っ 
て し まっ た こと で す 。 一 般 的 に 国民 国家 と いう も の は 、 シ ビッ ク ( 市 民 的 ) 、 
エス ニッ ク ( 民 族 的 ) と いう 2 つの 類型 に 大 別 さ れる 。 1991 年 に 、 多く の ロ 
シア 系 住民 も 含め 、 ウ クラ イナ 住民 の 圧倒 的 多数 が ウクライナ 独立 に 


成 し た の は 、 ま さ に 前 者 が 重視 され た 結果 だ っ た 。 つま り 、 民族 や 言語 に 
か か わり な く 、 皆 が ウクライナ と いう 場 で 権利 を 享受 し 幸福 を 希求 で きる 
と いう コン セン サス が あっ た 。 


と ころ が 、 ウ クラ イナ 独立 後 の 四半 世紀 の 間 に 、 言 語 政策 や 歴史 認識 な 


ど で エ ス ノ ナ ショ ナリ ズム が 強まっ て いき 、 ロ シア 系 住民 は 肩身 の 狭い 思 


い を する よう に な っ た 。 そし て 、 2014 年 2 月 の 政変 で 、 エ ス ノ ナ ショ ナリ ズ 
ム が 最終 的 に 勝利 し た よう な 格好 に な っ て し まっ た 。 クリ ミア の 人 々 に し 
て みれ ば 、 ま っ た く あ ず か り 知 ら な いと ころ で 、 ウクライナ の あり よう が 勝 
手 に 決め られ て し まい 、 自分 た ち が 二 級 市 民 に 転落 し た よう な 感覚 を 抱 
052 クリ ミア の 人 々 が 「 ウ クラ イナ 」 に 見 切り を つけ た 里 間 
0 


ここ で 、 ウクライナ と クリ ミア の 情勢 を 注視 見 し て いた ロシア が 動く 。 2014 年 
2 月 27 日 、 ク リ ミ ア 自治 共和 国 で は 、 議 会 が 武装 集団 に よっ て 取り 囲ま 
れる 騒然 と し た 状況 の 中 で 、 親 ロン ア 派 の アク ショ ー ノ フ が 自治 共和 国 
の 新 首相 に 任命 され る (この あたり は 、 完 全 に キエフ の 政変 の し っ べ 返 
レ で るり 。 それ と ほぼ 時 を 同じ くし て 、 ロシア 軍 と 見 られ る 集団 が クリ ミア 


3 月 1 日 に ブー チン 大 統領 は 、 本 を 理由 に 、 ウクライナ 
ンプ 王 役 ん の 衣 を 上 隊 に 求め 、 上 院 は これ を 全会 一 致 で 承認 。 


さら に 、3 月 6 日 に クリ ミア 議会 は ロン ア 連 邦 に 加入 する 方 人 針 を 決定 し 、 ク 
リ ミ ア の 国家 的 帰属 を 問う 住民 投票 を 3 月 16 日 に 実施 する こと を 決め た 。 


投票 の 結果 、 EE セバス ト ボ ポリ 市 で は 
95.66 が ロン シア に この 結果 を 受け 、 ロ ン ア は クリ ミア 、 セバス 
ポリ と それ ぞ れ 徹 和 に 関す る 条 約 に 調印 し 、 条約 は 4 月 1 日 に 発効 。 


The Asahi Shimbun Globe+ 2018.9.11 服部 倫 卓 (みち た か ) 
旧 ソ 連 地 域 研究 者 ・ ジ ャ ー ナ リス ト ・ 経 済 学者 。 
一 般 社団 法人 ロン シア NIS 賞 易 会 ・ ロ ン ア NIS 経済 研究 所 所 長 


クリ ミア の 現状 
クリ ミア の 市 民 社 会 は 、2014 年 の 併合 以来 、 ロ ン ア の 法律 で 規制 され 、 
合致 し な い 組 織 は 全て 制限 され 、 締 め 出 され て いる 。 政権 当局 は 、 過激 な 
行動 を と る 活動 家 や ジャ ー ナ リス ト を 定期 的 に 取り 調べ 、 拘留 し て 神 金 を 
科 し 、 逮 捕 し て いる 。 狙わ れ て いる の は 、 タ ター ル 人 や 親 ウ クラ イナ 派 、 あ 
る い は 人 権 保護 組織 の 関係 者 だ 。 
併合 に 対す る 不満 を 表明 し た だ け で 、 多く の 人 々 が 裁判 に か けら れ 、 拘 束 
され て いる 。 クリ ミア の 映像 作家 オレ グ ・ セ ン ツ ォ フ は 、 テ ロ 行 為 の 名 で 
禁固 20 年 の 実刑 判決 を 受け 、2019 年 に 捕 膚 交換 の 枠組 み で 釈放 さ た 。 
・ タタ ー ル 人 共同 体 も 迫害 され 、 マ ジョ リス と いわ れる 伝統 的 な 国民 議会 は 、 
立場 が 親 ウ クラ イナ と いう 理由 で 、 活 動 を 禁止 され て いる 。 
・ ウクライナ の 海運 も また 黒海 、 と くに アゾ フ 海 で 締め 付け に あい 、 貿易 が 制 
限 さ れ 、 軍 の 展開 に も ブレ ー キ が か か っ て いる 。 クリ ミア 大 橋 の 高 さ が 極 
端 に 低く お さえ られ ( 高 さ 33m) 、 軍艦 や 大 型 資 物 船 が アゾ フ 海 に 入る の を 
妨害 され て いる うえ 、 ロ シア の 管理 手続 き が 大 き な 負 担 に な っ て いる 。 
『 ウ クラ イナ 現代 史 』 (アレ クサ ンド ラ ・ グ ー ジ ョ ン 、 河 出 新書 ) より 


